
高齢者が介護予防の担い手に
連 載

群馬県の取り組みから

No.ア

鍵
簸
安
フ
棧
鎮

へ
嬢
携
親

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
地
域
づ
く
り

介護保険は予防重視型システムヘの転換が図られ、地域包括支援センターでは、

新予防給付にかかわる業務のほかに地域支援事業である介護予防事業にも取り組

んでいます。介護予防活動を展開するにあたっては、リハビリテーション関係の

専門職の連携・協力が必要です。さらには、高齢者自身が介護予防に努めるのと

ともに、活動の担い手、支え手となって地域に貢献することが期待されています。

住民ボランティアとしての介護予防サポーターの養成研修が進められている自

治体のうち、県、市町村、大学、専門職能団体がタイアップして事業が展開され、

早くも介護予防サポーターが自主的に実践活動をスタートさせている群馬県の例

をみてみましょう。

行
政

口
大
学

・
民
間
団
体
の

連
携
に
よ
る
養
成
研
修
体
制

群
馬
県
で
は
、
県
内
市
町
村
の
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を
、
県
内
１２
カ
所
の

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
養
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
群
馬
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
、
「群
馬
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ネヽ
ッ
ト
ワ
ー
ク
士
難
球
＝
Π
新
打
ＩＩＩ
出

（事
務
局

・
群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科
）
が
、

群
馬
大
学
の
地
域
貢
献
事
業
の
活
用
お
よ
び
県

栄
養
士
会
、
県
歯
科
衛
生
士
会
、
健
康
運
動
指

導
士
会
県
支
部
等
の
協
力
に
よ
り
開
発
し
ま
し

た
。

県
内
各
地
で
共
通
認
識
を

各
地
区
で
の
研
修
実
施
に
先
だ
っ
て
、
平
成

‐８
年
６
月
に
は
、
各
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市
町
村
担
当
者

を
対
象
に
合
同
伝
達
研
修
会
を
開
催
し
、
研
修

内
容
の
紹
介
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
演
が
行
わ

れ
、
各
地
で
５０
人
以
上
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「栄養改善」のため

の調理実習 (沼田

圏域介護予防サポ

ーター中級研修)
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介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
初
級

。
中
級

。
上

級
に
３
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
級
研
修
ま

で
修
了
し
た
人
に
は

「介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
認
定
証
が
県
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
上
級
の

養
成
研
修
は
、
県
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定

せ
ず
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
実
践
を
通

じ
て
、
各
地
域
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
の
養
成
研
修
受
講
者

（
３
月
１５

日
現
在
）
は
、
沼
田
市
や
吾
妻
郡
な
ど
で
実
施

回
数
を
増
や
す
な
ど
県
の
目
標
数
を
大
幅
に
上

回
り
、
初
級
コ
ー
ス
は
２０
回
開
催
で
２
０
９
３

人
、
中
級
コ
ー
ス
が
２６
回
の
開
催
で
１
１
８
６

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
は
市

町
村

の

ニ
ー
ズ

に
合

わ

せ
て

「介
護
予
防
推
進
連
絡
会
議
」
の
委
員
長
で
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
事
業
の
推
進
に

も
尽
力
し
て
き
た
群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科

の
山
口
晴
保
教
授
は
、
事
業
の
理
念
に
関
連
し

て

「
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
上
で
元
気
高
齢
者

平成19年
■月19B

群馬県Υ等多頼

_夕_認、定証
介護予防
サポ

。。 ○○
様

は
最
大
の
人
材
で
す
。
自
分
た
ち
の
老
後
を
ど

う
元
気
に
自
立
し
て
過
ご
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
自
身
で
考
え
、
動
く
こ
と
が
介
護
予
防
な
の

で
す
」
と
語
り
ま
す
。

「中
級
コ
ー
ス
は
、
支
え
る
側
と
し
て
予
防
活

動
に
参
加
し
、
地
域
貢
献
し
て
い
け
る
人
材
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
も
、
市
町
村
が
自
ら
の
地
域
の
介
護
予
防

事
業
を
ど
う
展
開
し
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

に
何
を
し
て
も
ら
い
た
い
の
か
と
い
う
プ
ラ
ン

時間

級
　
　
　
　
級

初
　
　
　
　
中

3劉寺間

3時間×3回

(3日間)

計9時間

■群馬県版介護予防サポーターの 3区分

対象者

介護予防の必要性や

方法を理解し、周囲

にも広められる

介護予防の全般的な

知識を身につけ、介

護予防事業のサポー

トができる

上級

地域のリーダーとし

て自主的な介護予防

活動が実施できる

研修内容

一般高齢者向けの「介護予

防の基礎矢ll識」が中心

運動機能向上、栄養改善、

回腔機能向上等の実習、認

矢[l症予防や地域づくりに関

する知識習得等

ボランティア活動等の実践

を含み、市田]村の状況に応

じたステップアップ研修を

行うことができる

r

・　
一　
一「　
■
一
一

調理実習後の試食タイム

(沼田圏域介護予防サポ

ーター中級研修)

「口腔ケア」実習

(渋川圏域介護予防サ

ポーター中級研修)
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情報誌「みんなで育てる介護保険」25号に掲載
(平成 19年 4月 地上或ケア政策ネットワーク 発行)

市主催の介護予防教室でお手伝いをしながら介護

予防サポーターの上級者をめざす (前橋市)

を
明
確
に
し
た
上
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
初

。
中
級
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て

『
ち
ょ
っ
と
』
変
え
て
よ

い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
」
と
受
講
者
、
市
町
村
が
踏
ま
え
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
が
自
主
的
に

介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ

前
橋
市
内
の
北
部
、
赤
城
山
の
南
麓
に
位
置

す
る
芳
賀
地
区

（人
口
約
１
万
４
７
０
人
）
は
、

団
地
の
高
齢
化
等
の
問
題
を
抱
え
る
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
芳
賀
地
区
で
、
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
事
業
の
本
格
実
施
に
先
行

し
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１８
年
２
月
に
初
級

コ
ー
ス
を
１
２
０
人
が

受
講
し
、
う
ち
４０
人
が
中
級

コ
ー
ス
を
修
了
し

て
い
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
上
級
に
向
け
て

中
級
修
了
者
は
、
市
が
実
施
す
る
介
護
予
防

事
業
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
経
験
し
な
が
ら
、
市

が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
る
の
か
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
は
何
か

を
学
習
し
た
後
、
市
の

一
般
高
齢
者
対
象
の
介

護
予
防
事
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
級

コ
ー
ス
修
了
者
の
う
ち
８
人
が

世
話
役
と
な

っ
て
自
主
サ
ー
ク
ル
の

「
筋
ト
レ

芳
賀
」
を
立
ち
上
げ
、
芳
賀
公
民
館
を
会
場
に

平
成
１８
年
９
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
世
話
役
を
含
め
、
中
級

コ
ー
ス
修
了
者

の
２７
人
が
登
録
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な

が
ら
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

地
域
の

一
般
高
齢
者
の
ほ
か
、
市
の
特
定
高
齢

者
施
策

「ピ
ン
シ
ヤ
ン
！

一を
風
塾
」
を
終
え
た

人
も
受
け
入
れ
、
参
加
者
は
毎
回
２０
～
３０
人
を

数
え
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

。
筋

力
増
強
の
有
酸
素
運
動
が
中
心
で
す
。
会
場
の

関
係
で
開
催
は
月
２
回
で
す
が
、
参
加
者
の
意

識
の
向
上
に
よ
る
日
頃
の
活
動
量
の
増
加
や
自

主
ト
レ
等
と
併
せ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「筋
ト
レ
芳
賀
」
に
は
相
談
役
と
し
て
、
市
職

員
の
理
学
療
法
士
と
作
業
療
法
士
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
言
語

聴
覚
士
と
作
業
療
法
士
、
診
療
所
院
長
の
整
形

外
科
医
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
登
録
し
、
年
３
回
の

体
力
測
定
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
内
サ
ー
ク
ル
づ
く
り
に
向
け
て

会
長
の
高
木
則
夫
さ
ん
は

「
自
主
的
に
や
る

か
ら
楽
し
く
で
き
る
の
が
介
護
予
防
。
た
だ
、

現
在
の
１
カ
所
の
開
催
で
は
ま

っ
た
く
足
り
ま

せ
ん
。
集
会
室
や
自
宅
で
も
実
施
可
能
な
の
で
、

地
区
内
に
複
数
の
サ
ー
ク
ル
を
つ
く

っ
て
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
手
分
け
し
て
担
当
し
、

活
動
の
場
を
増
や
し
て

い
き
た

い
も
の
で
す
。

引
き
こ
も
り
の
人
を
地
域
に
誘

い
出
す
き

っ
か

け
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
会
や
長
寿
会
な
ど
の
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
に
公

開
講
座
に
き
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

会
員
に
な

っ
て
く
れ
た
人
も
お
り
、
地
区
内
の

サ
ー
ク
ル
づ
く
り
も
あ
と

一
歩
と

い
う
と
こ
ろ

に
き
て
い
ま
す
。
市
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

前
橋
市
で
は
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
地

域
の
自
主
グ
ル
ー
プ

（サ
ー
ク
ル
）
の
立
ち
上

「筋 トレ芳賀」会長・

高木則夫さん
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耳

、

‐

■踵域安7罐築への鍵鑢 介護予防サポーターと地域づくり

3～4人程度のグループに
分かれ、グループことに
出動する

!ψ4イ持 撃17持
―
Ψ″∵●|

■自主グループ立ち上 |ザの しくみ
前橋市介護予防サボーター活動 (案 )より

1カ月間
(週 1回、全4回 )

「元
気
ひ
ろ
げ
た
い
」

協力

調整

ぐ逸浮経エ鞠 |II―オ時幾ガ|

連絡

5人以上のグループ

く〉応葦
市 介護高齢福祉課
0日 時・場所・代表者 (連絡先)を登録
0運 動内容の選択

サポーターの会・芳賀支部 (仮 )
代表者 (連絡係)

げ
と
活
動
を
支
援
す
る
事
業
を
平
成
１９
年
度
か

ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
「
５
人
以
上
が
集
ま
れ

ば
、
自
主
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
の
お
手
伝
い
を

す
る
と
い
う
形
で
、
会
場
は
公
民
館
や
自
宅
な

ど
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
。
最
初
の
１
カ
月
間
は
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
に
行
き
、
運
動
の
指

導
や
、
グ
ル
ー
プ
の
運
営
の
方
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
ハ
ー
ド
ル
は
で
き
る
だ
け
低
く
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
場
と
し
て
も
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
担
当
の
理
学

療
法
士
の
北
原
絹
代
さ
ん
。
同
地
区
内
だ
け
で

な
く
、
他
地
区
の
自
主
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
支

援

。
協
力
活
動
に
つ
い
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て

い
ま
す
。

行
政
や
関
係
機
関
と
手
を
結
び

山
口
教
授
は

「芳
賀
地
区
で
は
、
住
民
の
意

識
の
高
さ
や
市
の
専
門
職
員
な
ど
の
支
援
も
あ

っ
て
、
理
想
的
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
、
県
内
で
リ
ハ
ビ
リ
系
専
門
職

の
職
員
を
配
置
で
き
る
自
治
体
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
各
市
町
村
の
財
源
で
研
修
を
実
施

す
る
平
成
２０
年
度
以
降
も
、
県
や
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

引
き
続
き
重
要
で
す
」
と
行
政
や
関
係
機
関
の

連
携
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「芳
賀
地
区
の
み
な
さ
ん
が
引
き
こ
も
り
の
人
ま

で
視
野
に
入
れ
て
活
動
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ

る
の
は
、
介
護
予
防
イ
コ
ー
ル
筋
ト
レ
と
い
っ

た
狭
い
見
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
筋
ト
レ
の
場
を

通
し
て
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
地
域
の
中
で
育
て

て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
の
表
れ
で
す
。
な
ぜ
介

護
予
防
な
の
か
に
つ
い
て
、
給
付
費
の
抑
制
は

も
ち
ろ
ん
重
要
な
課
題
で
す
が
、
単
な
る
要
介

護
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
先
送
り
と
し
て
で
は

な
く
、
長
く
延
び
た
老
年
期
を
生
き
る
意
味
や
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
社
会
、
地
域
に
変
え

て
い
く
の
が
よ
い
の
か
を

一
人
ひ
と
り
が
考
え

る
き
っ
か
け
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
介
護
予
防
の
も
う

一
つ
の
大
切
な
意
義
を
強

調
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が
こ
れ
か
ら

地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

実技講習会の様子

(「筋トレ芳賀」主催)

て
い
く
の
か
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
さ
ら
に
注

目
が
集
ま
り
そ
う
で
す
。
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